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教育実践報告
　2019 年 9 月 1 日～ 9 月 8 日にかけて中国研修プログラムを実施したので、教育実践の内容
と結果を以下の通りご報告します。
1．実施期間：2019 年 9 月 1 日（日）～ 9 月 8 日（日）
2．実施地：中国（天津市・内モンゴル自治区・北京市）





























表 1　中国研修プログラム行程表（9/1 ～ 9/8、北京・天津・内モンゴル）
























































































として稼働している。2018 年 9 月の開設 10 周
年まで累計 380 機を生産。月産 4 機だったが、





















（2）訪問先：フフホト市（内モンゴル自治区、9 月 4 日～ 6 日）
①内モンゴル師範大学との交流活動（学生発表討論会）

































（3）訪問先：北京市（9 月 7 日～ 8 日）
①故宮博物院
　故宮博物院は、明・清両王朝の宮殿建築と宮廷収蔵を基礎として設立された歴史的文化
















を精読し、読書感想文（１人あたりＡ 4 用紙 3 枚）を作成させるなどして訪問先に関する予備
知識の修得と情報収集を行った。また、同時並行で現地での合同発表会向けの資料作成も行い、
各班それぞれ 15 分の時間となるよう発表資料をパワーポイントでまとめ予行演習を実施。そし
て、事後学修として、今回の研修で学んだことや気づきを全員レポート（Ａ４用紙 2 枚）にま
とめたうえ、語学やグローバル系の講義内で海外研修体験報告会も実施し、本プログラムに参
加していない学生たちへのフィードバックが海外研修や留学への関心を高める効果があった。
　このように事前事後学修とフィールドワークを通じて参加学生の異文化理解、中国の総合理
解の一助となったことが今回の研修の大きな成果といえよう。
（2）…協定校との直接的な交流は双方の学生の相互理解にとって有益。
　今回は、初めての試みとして本学の協定校 2 校を同時期に訪問し交流を深めたが、本学から
の参加者は本学に所属する学生として、また日本の大学生としての自覚をしっかり持ち、現地
での合同発表会や一連の交流・体験プログラムに積極的に取り組んでくれた。特に現地の同世
代の大学生とは共通項が多い分、限られた時間のなかでも非常に自由で濃密な交流を図ること
ができた。今後同種のプログラムを企画する際に学生たちの要望やアイデアを積極的に取り入
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れることは教育的効果を上げる観点からも非常に有益であると考えられる。
（3）…参加した学生の声を次のプログラムに活かすことが大事。
①…中国に行く前は空気が日本より少し悪いのではと思っていたのだが、実際現地へ行って
みると、空気は思っていたよりは良くて、住みやすい場所だと感じた。
②…日本や日本の文化についての捉え方が自分たちとは違うという新しい発見ができた。
③…中国の特色や文化を知ると共に日本の良さを再確認できるプログラムとなった。
④…本場の中華料理は辛さなど味付けが強かったのだが、慣れる度においしく感じた。また、
人生初の草原での乗馬体験、現地の学生とのキャンパスツアーなどを通じて、日本とは
異なる自然や文化を味わえることができてとても良かった。
⑤…普段報道等でしか見ない所を直接見る事ができて感慨深かった。
（4）…今後の課題としては、交流プログラムに関する綿密な事前準備（教員だけでなく学生の意
見や希望も踏まえる）、訪問先との共通の課題・テーマを軸とした学生同士の研究発表、
現地の学生と共に行うアクティブラーニング活動、企業訪問は生産現場の見学のみならず
企業関係者による講座の実施などが挙げられよう。
